
Q11 これまでどういった経営努力をしてきたの？

A
経営努力を尽くしたうえで、非常時の対応等の財政上のゆとりを持
たない、最小限の財源確保としてお願いしています。

≪民間委託や合理化・効率化等による人件費の削減≫

≪料金収納率や漏水対策による収益性の向上≫ ≪水道料金以外の収益確保≫

また、財源を企業債(借り入れ)
に最大限求め、水道料金収入の
ウェイトを最小化するとともに、
当面３年間は、事故や災害・渇水
等の対応のための“財政のゆとり
“を持たない財政計画として、料
金改定幅を限界まで圧縮していま
す。

人口減少や物価高騰等により、
経営努力だけでは対応できず、
どうしても水道料金に求めざる
を得ない部分について、ご負担
をお願いするものです。

水道局では、市民負担の最小化を図るため、経費の削減や水道料金以外の収益確
保等の経営努力・自助努力に取り組んできました。

非常時への財政的備えを持たず、改定率を限界まで圧縮

コスト削減や事業経営の効率化等の取組み


